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 15 かえりたい『人』

  とここにいる。　

現状 目標

行動指針

チーム

関連する個別計画

■本村では 2020 年度策定の「第 2期 椎葉村子ども ・子育て支援事業計画」に基づき、福祉保健課が中心

　となり教育委員会や社会福祉協議会 (以下、社協 )、現場保育士と連携しながら子育て環境の充実に取

　り組んできました。

■下記アンケート結果を示す円グラフの通り、本村が子育てしやすい村だと感じる保護者の割合は 50% を
　下回っている状況です。

全ての未就学児 * とその家庭を対象とした取り組みを通して「子どもの最善の利益」実現

を目指します。本取り組みの効果により年間出生数の維持・増加を実現します。

* 本分野では対象を未就学児に絞っています。そのため本資料に基づいて議論する際には、就学時を対象
とする他分野「16. 就学時の教育の充実」との繋がりを意識することが重要です。また「11. 障がい者 ( 児 )
福祉の充実」とも連携する必要があります。

(5) について

一時預かり・延長保育を拡充します。

第 2 期まち・ひと・しごと創生椎葉村総合戦略 (2020〜2025 年度 )
第 2 期椎葉村子ども子育て支援事業計画 (2020 ～ 2024 年度 )
椎葉村新・放課後子ども総合プラン行動計画 (2020〜2024 年度 )
第 2 期椎葉村地域福祉計画 ( 期間：2022〜2026 年度 )
椎葉村地域福祉活動計画 ( 期間：2022〜2026 年度 )
椎葉村障がい者計画 (2018〜2023 年度 )
椎葉村障がい福祉計画・椎葉村障がい児福祉計画 (2021〜2023 年度 )

子どもを生み育てる
             環境の充実

社会

【本村が子育てしやすい村だと感じる保護者の割合】

(資料:椎葉村子ども子育て支援計画ニーズ調査結果報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成31年3月)

【6歳未満の子どものいる一般世帯数の推移】 【6歳未満の子どもの数】

( 資料 :国勢調査 )( 資料 :国勢調査 )

( 資料 :住民基本台帳 )

【年間出生数の推移】

（人）

(1)〜(9) について

提供中のサービスや庁内の検討結果といった重要な情報を、適宜わかりやすく住民向けに発信して

いきます。子育て関係機関の連絡会議等を開催し、関係機関の連携を推進します。

数値目標
2020 年度
( 実績）

2026 年度
( 目標） 備考

13 人年間出生数 13 人 *

1 件
子育て支援関連事業
を行う民間組織の数 2 件

47.9%
本村は子育てしやす
いと感じている保護

者の割合
90.0%

前項のグラフ参照。「本村が子育てしやすい村だと
感じますか。」という問いに対して「子育てしやす
いと感じる」「どちらかといえば子育てしやすいと
感じる」と答えた世帯の割合。

*2022〜2026 年度の 5 カ年平均

2018 年度
( 実績）

2026 年度
( 目標） 備考

2021 年度
( 実績）

2026 年度
( 目標） 備考

2.7% 8.0%
育児休業取得率

( 父親 )

30.1% 35.0%
育児休業取得率

( 母親 )
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P.74 P.75

※大きさ変えない※文章量によって上下の移動のみ※

※大きさ変えない※文章量によって上下の移動のみ※

※大きさ変えない※文章量によって上下の移動のみ※

※大きさ変えない※文章量によって上下の移動のみ※

↓アイコンの数が多い場合左に動かして背景の白塗りも伸ばす。
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* パートナー探しの支援について

高齢での結婚、子どもを望まないカップル、様々な事情で法律上の婚姻関係を結べない ( 結ばない ) カップルなど、

パートナーシップのあり方は多様化しています。そのため、出生数を目標とするロジックツリーの中に、本件に関

する取組は位置付けず、独立した取組として推進していきます。

 15

施策の体系

全ての未就学児とその家庭を対象とした取り組みを通して「子どもの最善の利益」実現を目指しま

す。本取り組みの効果により年間出生数の維持・増加を実現します。

期間：2022 年 4 月〜2027 年 3 月

子どもを生み育てる
             環境の充実

【主な事業】妊婦健康診査事業　妊婦訪問事業

(9)親と子の人権を擁護します。

村独自の新規事業を検討していきます。

【主な事業】子ども医療費助成　児童手当事業　児童扶養手当事業　

　　　　　　ひとり親家庭等医療費助成事業　チャイルドシート購入助成事業　

【主な事業】誕生祝金支給事業（すこやか祝金）　未熟児養育医療　産婦訪問・赤ちゃん訪問　

【主な事業】要保護児童等対策地域協議会　

妊娠期間中と出産を支援

(3)希望する住民の妊活を支援します。

(4)妊婦の心身の健康を支援します。

(5)出産と出産後を支援します。

(6)安心して預けられる環境を作ります。

(8)経済的な負担を軽減します。

下記事業については2022年度から治療が保険適用となることから不妊検査助成事業となる予

定です。   【主な事業】不妊治療費助成事業

【主な事業】利用者支援事業　お母さんサロン事業　　

親になることを支援

(7)子育ての悩みやノウハウをみんなで学び共有する場を作ります。

未就学児の保育を支援

パートナー探しを支援*
(1)人生のパートナー探しを支援します。

婚活支援事業(結婚お祝い金事業)　　婚活支援事業(イベント事業)

(2)希望する住民に各種制度を案内します。

希望する住民に向けて里親制度や特別養子縁組制度の案内を行います。

・一時預かりと延長保育を拡充します。

・子ども子育て会議において、子ども子育て支援に関する施策の実施状況を調査審議し、子

　育て支援の充実及び安心して預けられる環境づくりを行っていきます。また、新たなサー

　ビス提供の担い手として、民間組織の参入のための支援を行います

【主な事業】保育所施設整備事業 保育所運営費

2021 年度
( 実績）

1 件

2026 年度
( 目標）

2 件

子育て支援関連
事業を行う

民間組織の数

2020 年度
( 実績）

13 人

2026 年度
( 目標）

13 人
年間出生数

2018 年度
( 実績）育児休業取得率

2026 年度
( 目標）

2.7%父親 8.0%

30.1%母親 35.0%

2018 年度
( 実績）

47.9%

2026 年度
( 目標）

90.0%

本村は子育てしやす
いと感じている保護

者の割合

P.76 P.77


